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1． は じめ に

　諸律文献中で 薬事 に相当す る 部分で ヤ ー マ カ ー リカ ω と呼ばれ る食品が 解

説 され る D ヤ ー マ カ ー リカ とは ， 健康な 比丘 で あ っ て も午後 か ら 口 に して よ

い 飲料 の 総称 で あ る 。 先行研究 で は
， 諸律 文献 に 記 さ れ る ヤ ー

マ カ ー
リカ の

内容 の 紹 介 （西 本 ［1955］， 佐 藤 ［1963］， 平 川 ［1994］〕が な され て い る 。

こ れ らの 中で
， ヤ

ー
マ カ ー リカ は ，

一
種の 薬品 と考 え られ て お り， 諸律 文 献

を 合 わ せ て 全体 的 に 把 握 され て い る 。

　ヤ ー マ カ ー リカ に 関す る 問題 と して
， 植物 な どの 種類 の 同定 （Sp．な どの

検討 ）が な さ れ て い な い こ と ， ヤ ー
マ カ ー リカ の 定義 が 定 ま っ て い ない こ

と
， 因縁譚 に 関す る検討が 無い こ と， 諸律 文献 の 特徴 が 明 白で な い こ とな ど

が 考 え られ る 。 そ こ で ， 本研 究で は
， 注釈 書を用 い て の 植物 の 同定 ， 諸律 文

献の 植 物 の 異 同 ， 因縁譚 の 検討 を行 う 。

2 ． ヤー
マ カー

リカ の 種類と同定

（1） Vin，

　Vin ．で は
，

パ ー チ ッ テ ィ ヤ （波 逸 堤，　 p巨cittiya） の 解 説 と薬健 度 （薬事 ，

bhesajja−khandhaka） に ヤ ー
マ カ ー リカ の 記事 が あ る。 内容 説明 は ， 薬撻度で

さ れ る 。 因縁 譚 と条文 で 規定 され
， 比丘 に 午後 も飲料 を飲 む こ とが 許 可 さ

れ る 。
Vin．で は

，
8 種 と 4 種の 飲料が 許可 さ れ る （2）

。 許可 の 条 文 で 「 8 種 の

ジ ュ
ー

ス （a仙 i−pana ）」 が 許可 さ れ る た め ， ヤ ー マ カ ー リ カ は 8 種 で あ る と

言 わ れ る こ とが 多 い
。 残 りの 4 種 の ジ ュ

ー
ス は ， 補足 と して 扱 われ る

。 厳
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密 に は ， ヤ ー
マ カ ー リ カ と い う言 葉 は ， 薬 健 度 で 使 用 さ れ な い が 「 8 種 の

ジ ュ
ー ス 」 が そ れ に相 当す る 。

vin．の み で 出来 る同定 を以下 に 示 した 。

  マ ン ゴ ー ジ ュ
ー

ス
〔3）（amba −P五na ）

  ム ラ サ キ フ トモ モ ω Gambu）ジ ュ
ー ス

  チ ョ
ー チ ャ （coca ）の ジ ュ

ー ス

  モ ー チ ャ （moca ）の ジ ュ
ー ス

  マ ドウ
（5）

（madhu ）の ジ ュ
ー ス

  ブ ドウ
（6）

（muddika ）ジ ュ
ー ス

  サ ー ル カ （7）（sAluka ）の ジ ュ
ー

ス

  パ ール サ カ （8）（pharusaka）ジ ュ
ー

ス

9「

穀物 の 粒 （phala）の ス
ー プ （rasa ）を 除い たす べ て の 果実の 汁

10尸

野菜 （daka）の ス
ー プ を除 い た す べ て の 葉の 汁

11’

カ ン ゾ ウ （9）
の 花 （madhuka −puppha） の ジ ュ

ー ス を 除 い た す べ て の 花

　 の 汁

12 ’

サ トウ キ ビ （1°〕（ucchu ） ジ ュ
ー

ス

（2） Sp ．

　Sp ．の 注 釈 で は ， ヤ ー
マ カ ー

リカ の 作 り方 や ， 受 用 方 法 な ど の 注 意 書 き

が あ る 。
こ の Sp，の 記述 よ り同定 した 飲料   が あ る 。

ヤ ー マ カ ー リ カ に 関

す る 注 釈 で は ， 前半 に 8 種 の ジ ュ
ー ス の 作成法

（12＞が
， 後 半 に 補 足 4 種 の

ス ー プの 摂取 法   が 示 さ れ る 。 先 行 研究 に お い て ，

『十誦律 』 で は， 8 種 の

ジ ュ
ー ス は漉 し水浄 と火浄 を行 い （14）

， 漉 さず に カ ス の あ る も の は 午前 中 の

食 事 に な る （15）と， 解 釈 さ れ て い る 。 しか し ，
Vin．と Sp．で は ， こ の よ う な

規則 は 見当た らず ，
こ れ は 『十誦 律』 と 『摩訶僧祇律 』 の 特徴 C16）で あ る 。

　Sp．の 中 で
， チ ョ

ー
チ ャ ジ ュ

ー
ス と モ

ー チ ャ ジ ュ
ー ス は ， 種 の あ るバ ナ ナ

と種 の な い バ ナ ナ の ジ ュ
ー

ス で あ る と注釈 さ れ る （j7丿
。

バ ナ ナ は ， 有 史 以前

よ り， イ ン ドネ シ ア や タ イ とい っ た 東 南 ア ジ ア を 発祥 に 品 種 改 良 と栽培 が
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行 な わ れ ， 種 の ほ とん ど な い 加 熱用 ，
生 食 用 の バ ナ ナ ， 大 き な種 を含 ん だ

生 食用 バ ナ ナ な どが 栽培 さ れて き た （18）
。

Sp，に 注釈 の あ る よ うに 種の あるバ

ナ ナ と種 の な い バ ナ ナ が 古代イ ン ドに 存在 した こ とは 推測 で き る （19）
。 ま た ，

MSV に も同様の 記述が あ り ，
モ ー チ ャ は

，

バ ナ ナ で あ る
。

しか し
，

チ ョ
ー

チ ャ は確 定 で き な い
。

　Sp．よ り ，
　 Vn ．の 同定 を行な っ た も の は

， 以下 の 通 り。

　　  種 の あ る バ ナ ナ の ジ ュ
ー ス

　　  種 の な い バ ナ ナ の ジ ュ
ー

ス

　　  ハ チ ミ ツ の ジ ュ
ー

ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊

数字 は Vin．に準ず る

（3） 漢 訳律， お よ び， MSV ．

　 そ れ ぞ れ
，
Vin．の 薬腱 度 に 相 当す る部分 に ヤ ー マ カ ー リカ の 内容 が 示 さ れ

る 。 整理 す る と以下 の よ うに な る 。 漢訳律 な どの 植物名は
，

Vin，の 順 に 従 い

並 べ 変わ っ て い る 。 当 て は ま らな い もの も続 けて 欄下 に 示 した 。

パ ーリ律 五分律  
摩 訶

僧祗律
 

四分律   十誦律
  MSV 卿 MSV 」C くユ5｝ MSV ．T （2ω

＿ 一

マ ン ゴー
amba 菴婆果

　 一 　

名奄 羅

一 ．
周梨

一

ム ラ サキ

フ トモ モ
j  bu 閻婆果 閻浮

種の あ る

バ ナナ
coca 倶羅果 拘梨 Cgca 招者

shing 　 tho9

恤otza

種 の な い

バ ナ ナ
1noca 芭蕉果

拘樓

茂梨 mOGa 毛者 chu　shing

八 チ ミ ツ madhu 蜜

ブ ドウ muddik 五 蒲桃果 葡萄 蒲桃 蒲萄 m τdv奩 五 蔑栗 墜   u パ bru

s百luka 舍樓伽 ？ 捨樓 ？

pharusaka 波樓果 波樓沙 頗留沙 pali串ika 鉢魯灑 P・ m ・要湘

Phala以外果 実

葉 4詠 a 以外

花
madhuka

以外
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サトウキビ ucchu 　　 甘蔗 石蜜 ††蔗

ナ ツ メ koia 孤洛迦 rgya 　shug

iイン ドボ

ダイ ジ ュ

説波多 ？ a 自vauha 阿説他果 aa 　shvattha

フ サ ナ リ

イ チジク
udumbara 烏曇跋 羅 au 　dum ”

a 　ra

サポジ ラ 法披 梨 ？

ヰ璽哩 渇樹羅 bra　go

ザクロ 安石榴
一

一

コサ ン ザ シ 酸棗

巓多

梨 梨

円周陀果

樓樓籌

觸伽提

劫頗羅

波籠渠

呵梨 陀

薙果

一

凾冖

一「
L

二 婆褸師 一『 ．

8 ＋ 4 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一
8 種　　　　　　14種　　　　　　8 種　　　　　8 種　　　　　　　　　　　　　　　　8 種

．一 ．．

（4） ヤ
ー

マ カ
ー

リカ の 定義

　Vin．で は ， ヤ ー マ カ ー リカ を 「薬 ＝ bhesajja」 と呼 ば な い
。 しか し，

『十

誦 律』 で 「時分 薬 」 ，

『摩 訶僧 祗律』 で 「夜分薬」，
『五 分律』 で

「非時薬 ｛27）
」

と漢訳 さ れ 一
種 の 薬品 と して 捉 え られ て きた 。 漢訳 者 の 手 に よ っ て ヤ ー

マ

カ ー
リカ は 「薬 」 と結 び付 け られ た， 或 い は

， 漢訳者 の 使用 テ キ ス トで は

ヤ ー
マ カ ー リ カ が 「薬 」 と結 び っ い て い た の だ ろ う

〔28）
，，

ま た
， 漢訳 律文 献

中で ヤ ー
マ カ ー リカ は ，薬品 と して 使用 され る

「 7 日間の もの （sattahakalika ，

七 日薬）や 寿命 の 限 りの も の （yavajivika， 尽 形 寿 薬） と共 に 「非 時薬 （29）
」

に 分類 さ れ る 。
こ の 場 合 の

「非時 薬 」 と は
， 午後 に も健康な ， 或 い は

， 病気

の 比丘 が 口 に して よ い もの を 総称 して い う言葉 で あ り， 漢訳 律 文献 に 散 見で

き る 。 漢訳律文献 で は
， 非 時薬 に 対 し て

， 時薬｛3°）が 存 在 し ，
こ れ は 午前 中

に 比 丘 が食べ る 食事 の 総 称で あ る 。 比丘 の 食事 内容や食事 法 は
， 病 気 の 治療
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法 とも混在 す る た め ， 複雑 に 規 定 され て お り， 整 理 した もの で あ ろ う 。
こ れ

らの 背 景 か ら 「比丘 の 食事 は
， 薬で あ る（31）

」 な ど と表現 さ れ る 。

　 しか し ，
Vin．で は ，

「時薬 ， 非時薬 」 とい う区分 は な く， 比丘 が 冂 に す る

もの は 「カ ー ダ ニ ヤ ， ボ ー ジ ャ ニ ヤ
，

ヤ ー
マ カ ー リカ

，
七 日間 の もの

， 寿

命の 限 りの も の （32）
コ の 5 組 を列挙 す る。 さ ら に ，

Vm ．で も ， そ の 他 の 律文

献で も
， 因縁譚 で

， ヤ
ー

マ カ ー リカ が 「薬」 で あ る とい わ れ る こ とは ない 。

Vin．の 薬腱度に 限 っ て 鑑み れ ばヤ ー
マ カ ー

リカ は ， 薬 で 無 く ， 比丘 が正 午以

降 も摂取 で き る飲料 と考 え る べ き で あ る 。 そ の 他 の 用 例 に つ い て は ， い ち い

ち の 検討 が 必 要で あ り今後 の 課題 で あ る 。

3 ． 因縁譚に つ い て

（1） Vin．の 因 縁譚

　ヤ ー マ カ ー リカ が 規定 さ れ る まで ， ま た ， 規定 され て か らの 両 方 の 背 景が

因縁譚 で 示 さ れ る 。 こ の 因縁譚に よ っ て
，

ヤ ー
マ カ ー

リカ が制定 され る に 至

る 。 ヤ ー
マ カ ー

リカ の 植物 な どの 異 同が 文 献 ご とに 存在す る こ とは 先 に も

示 した が ， 因縁譚 の ス トー リ ー は ど の 文献 も省 略 な どの 違 い を 含 む が 似 て

い る 。
こ こ で は ， Vin．の 因縁譚を整 理 して み る 。 あ らす じ は

， 次 の よ うで あ

る 。 ア ル フ ァ ベ ッ 1・は
， 筆者の 判断で 適宜区切 っ た 。

A ． ブ ッ ダ た ち が ， ア
ーパ ナ に 到着す る 。

B ． ブ ッ ダが t 到着 した こ と と， よ い 噂 を ケ ー
ニ ヤ ・ジ ャ テ ィ ラ が 耳 に

　す る 。

C ， ケ ー ニ ヤ は
，

ブ ッ ダに 何 を布施 す る か 悩 む 。

D ． バ ラ モ ン 教 の 昔 の 聖仙 も ， 現 在 の バ ラ モ ン も午後 に 食 事 は取 らな い

　が ， ジ ュ
ー

ス は 飲 む こ とを知 っ て い た ケ ー
ニ ヤ は ， ブ ッ ダ も同 じだ と

考 えて ， ジ ュ
ース を用 意す る 。

E ． ケ ー ニ ヤ が ， ジ ュ
ー

ス を持 っ て ， ブ ッ ダの とこ ろ へ 行 き布施 しよ う

　とす る と， 比丘 サ ン ガ に 渡す よ うに ブ ッ ダに 言 わ れ る 。
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　 F　差 し出 され た ジ ュ
ー

ス を
， 比丘 た ち は

， 不 正 を 犯 す こ とを 恐れ て 受

　　 け取 らな か っ た 。

　 G 。 ブ ッ ダ が ， 比丘 た ち に ジ ュ
ー ス を受 け取 る よ うに 指示す る 。

　 H　 ケ ー一　＝ ヤ は
， 十分な量 の ジ ュ

ー
ス を比丘 た ち に 布施 す る 。

　 1　 ケ ー ニ ヤ が ， 翌 日の 食事 に ブ ッ ダた ち を 招待す る 。

　 亅． ブ ッ ダ は ， 比丘 の 人数 が 多 い こ と と， ケ ー ニ ヤ が バ ラ モ ン 教 の信者

　　 で あ る こ とを理 由に 2 度 まで は 断 る も， 3 度 目に は 招待を受 ける 。

　 K 　 こ れ を 継 起 に ブ ッ ダ は ， 比 丘 た ち が ， 午 後 も飲 む こ と の 出 来 る

　　 ジ ュ
ー ス に つ い て 規定 す る

。

　 L ． 次 の 日 ，
ケ ー

ニ ヤ は ， 食事 を用 意 し， ブ ッ ダた ち に 十分な 量 の 食事

　 　 を布 施 す る 。

　 M 　食 事 を終え た ブ ッ ダ は
，

ケ ー ニ ヤ に 偈 を語 っ た の ち去 る 。

　登場 人物 は
，

ケ ー
ニ ヤ

， ブ ッ ダ， 比丘 比丘 サ ン ガ で あ る 。 ケ
ー

ニ ヤ が
，

昔か らの バ ラ モ ン を 思 い 起 こ し， 彼 らが 午後 に も ジ ュ
ー一

ス は 摂取 す る こ とを

考 え 布施 を申 し出 る 。 Vin．が ，規 定 を 行 な う場 合 に は ， 社会
一

般 の 人 々 か ら

詰 られ て 作成 され る 場合 ， 他 宗教 の 遍歴者 たちの 習慣 や比丘 サ ン ガ の 意見 を

取 り入 れ る た め
， 或 い は ， 排除す る た め 作成 され る場合 な ど ， 様 々 な 方法で

作成 され る 。 しか し ， ヤ ー
マ カ ー リカ の 因縁譚 の よ うに ， 他 宗教 の 習慣 が 発

端 とな っ て 規定 が され る こ と は
， 珍 しい 。 また ， こ の 因縁譚 は ， 近 似 し た話

が Sn．に あ る 。

（2＞ Sn．の 近 似 した 話

　vin．の ヤ ー マ カ
ー リ カ の 因縁 譚 と近似 した話 が Sn．の 大 品，　 le・一一ラ の 経 に

あ る 。 サ ン ユ ッ タ ニ カ ー ヤ や ク ッ ダ カ ニ カ ー ヤ ， 漢訳 の 阿 含 経 な どの 文献 に

関 して は 近似 した話 の 有無 も確認 で きて い な い
。

こ れ ら に 関 して は 今後 の 課

題 で あ る 。 本論文で は， 律文献で 使用 され る ヤ ー マ カ ー リカ の 解明 を 目指 し

て お り， こ こ で は ， Sn．の 近 似 した話 の 紹介 を行 う。 従 っ て ，　 Vn ．の 因縁 譚
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A ．〜 B ． 同 じ文章

C ．〜 H ． 存在 せ ず

1 ．〜 J ． 同 じ文章

J「

． 招待 の 準備の た め に ケ ー ニ ヤ が ， 忙 し く立 ち 回 っ て い る と こ ろ へ
，

　セ ー ラバ ラ モ ン が 訪 れ
，

三 十 二 相 を備 えた ブ ッ ダ の 噂 を聞 く。
セ ー ラ

　は
，

ブ ッ ダ が 本当 に 正 等覚者か 確か め に 出か け る
。

そ して
，

正 等覚者

　な の を 目の 当 た りに して ， 仲 聞 と共 に 出家 し具足 す る 。

K ． 存在せ ず

L ．〜 M ． 同 じ文章

M ’

． セ ー ラ は ， 7 日間 熱心 に 修 行 し ， 仲 間 と共 に 阿羅漢 とな る 。 そ し

　て
，

ブ ッ ダの とこ ろ へ 近づ き， 偈 を話す 。

　Vin．と Sn．を 比較 す る と， 全 く同 じ文 章 が い くつ か 存 在 す る 。
　 Sn．で は ，

vin．に 比べ
， 登場 人物が 増 えて い る 。 また ，

セ ー ラ の 経 と名前が 付 い て い る

よ うに
， 主 人 公 は

， ケ ー ニ ヤ で は な くセ ー ラ で あ る 。 Sn．で は ， セ ー ラ が 仲

間た ち と出家具足 し s 阿羅漢 に な る こ とが 重要 な 出来事で あ る
。

　 こ の よ うに 主 人公 は 異 な る が ヤ ー マ カ ー リカ の 因縁譚 と近 似 した ス トー

リ
ー が あ る 。 そ れ ぞ れ が 全 く関係 の な い と こ ろ で 成 立 し た と は 考 え に くい

。

しか し
，
Vn ．の 因縁譚 と Sn．の セ ー ラ の 経 との つ なが りも不明 で あ る 。 こ れ

らの 問題 解決 は ， 今 後 の 課題 と し て 残 っ て い る 。

  　薬撻度 の 中の ヤー
マ カ

ー
リカ の 因縁譚 の 特徴

　薬健 度 の 因 縁 譚 は
，

tena　samayena とい う句 で 始 ま る こ とが 多 く，
　 atha

kho とい う句 で は ， 場 面転 換 や 前 場面 と の 繋 が りを示 す こ とが 多 い
。 ま た

，

Sp．（33）で 言わ れ る様 に tene　samayena は
， 経 の ekatp 　samayarp に相 当 し， い つ

こ れか ら語 られ る出来事 が あ っ たか を 示 す 。 しか し， ヤ ー
マ カー リカ の 因縁
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譚 は
， 多 くの 薬健度 の 因縁譚 と異 な り， atha   o の 句か ら開始 さ れ， 規定後

に
， 偈が 説か れ る 。 偈が 説か れ る こ とも薬健 度の 中で は 珍 しい

。 た だ
，

こ れ

らの 定型 句 は ， 口伝 の 影 響 で 変化 し た 間違 い の ひ とっ で あ る 可能性 も 否定で

きず ， 差 異が 認 め られ る だ けの もの で あ る
。 定型 句 を収集 して

， 細 か な違 い

の 検討は
， 今後の 課題 で あ る 。

　Sn，との 共 通 や ， 薬韃 度の 因縁譚 と して は 珍 しい 形 な ど， ヤ ー マ カ ー リ カ

の 因 縁譚 に は
， 特徴 が あ る 。 現 存す る vin．の 形 態 に な る前 に は ， 記事 や規

則 の 出入 りが あ っ た と考 え られ て い る 。 他 の 因 縁譚 と特徴 を 異 に す る とい う

こ とは ， 何か 背景 が あ っ た とも推 測 で き る （34）
。

4 ． おわ りに

　Vin．の 薬健度 に 限 れ ば ヤ ー マ カ ー リカ に は ， 治療の た め の 「薬」 の 意 味は

無 く， 比丘 た ち に とっ て 広 く一 般 に 午後 の 摂取 が 認 め られ て い る飲 料 を指 し

て い る 。 また ， 諸律文 献に よ っ て 異 な る が ， 受用 方法 に 関す る規 則 も厳 しい

もの で は な い
。 ヤ ー マ カ ー リカ に 規定 され る果物や 植物 の 同定 は ， 今後 に 課

題 が 残 っ て い る 。 諸律 で 入 り乱 れ て お り
一

定 の ヤ ー マ カ ー リカ は 存在 し な

い
。 しか し， どの 律文献に もヤ ー マ カ ー リカ の 記事 は そ ろ っ て お り， 比丘 の

生活 に 欠 か せ な い 物で あ っ た で あ ろ う 。 因縁譚 に つ い て は
，

い くつ か の 不可

解 な点 が 残 され て い る 。 vin．に 関 して は
，
　 Sp．との 関わ りの 問 題 も残 さ れ て

い る 。

　 律 文献 中の 全 て の ヤ ー マ カ ー リカ を 示 す 言葉 に 「薬」 の 意 味 は 無 い の か ，

ま た ， も し，
「薬 」 の 意 味が 無 い な らば ど う して こ の 記事 が 薬腱 度 に 分類 さ

れ て い る の か に つ い て ， 今 後の 課題 と した い
。

注

（1） Vin．に 記 され る yalnakalikaと は，
「y5ma （夜 ） の ［kalika（時分 ）］kala （時 聞 ）

　に 関す る も の 」 とい う意 味を持 っ て い る。

（2）　Atha 　kho 　bhagav 互 etasmi 卑 nid 吾皿 e　dhammikatha【p　katv5　bhikkhU巨mantesi ：
“

anuj 五n5mi

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Society for the Study of Pali and Buddhist Culture

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Pali 　and 　Buddhist 　Culture

yamak51ikaに つ い て 35

　 bhikkhave
，
　attha 　pan5ni； ambap5na 叩 jambup血 a卑 cooap5na 卑 mocap5na 卑 madhupEnarp

　muddikipfinaip 　sMtukap 須tia叩 ph巨rusakapfinarp ．　Anuj5n言tni　bhikkhave
，
　sabbam 　phalarasa叩

　thapetvti　dhailfiaphalarasarp．　Anujaniimi　bhikkhave
，
　sabba 耳i　pattarasam　thapetv蕊d翫karasarp．

　 Anuj 蕊nfimi　bhikkhave，　sabba 叩 puppharasa卑 重hapetvfi　madhukapuppharasalp ．　Anuj蕊nSmi

　bhikkhave　ucchurasa
”

　nti．（Vin．1，　p．246＞

（3）　P且li．　amba 〈 ＊ambra ＜ Skt．葮mra ．

　　同化 の 法 則 （Geiger［19781　p．94．§51．5．　 m と 1／v ！y！r の 間に b を は さむ 。 そ の 後

　 で ， 同化 ，或い は， svarabhakuti が起 こ る。）

　　学 名 Mangifera　indica，英名 Mango 　tree （IMP．　3，　pp．380
−390）和名 マ ン ゴ （植物

　要覧　［1996］　p．268）。

（4 ）　P51i．jamhu〈 ＊jambrt＜ Skt．　jambab．

　　Mora の 法則 （Geiger［1978］　pp．　63−65）h の 消失 （水野 ［1997］p．29）。

　　学 名 SyZygium　eurnini ，英名 Bl  k　pl  （iMP ．5．　pp．225−228）和名ム ラサ キ フ ト

　モ モ （植物要覧 ［1996］p，348）。

（5） madhu は， ハ チ ミ ッ で あ る 。 しか し，食事 に 関す る記述で は
， 植物の カ ン ゾウで

　 あ る 場合 も多 く Vin，の 記述だ けで は ，同定で きな い
。

（6） PAIi．　muddik5 ＜ ＊muddik 昌く
＊mudvik 互 く

＊
mudvik 互 〈 Skt，　mrdvikE ．

　　同化 の 法 則 （Geiger［［1978］pp．93
− 94），　 Mora の 法則，　 Skt．の ； は ，　 P51iで a〃 u に

　変化 す る （Geiger　L　1978］　p，61）。

　　学 名 Vitis・vinifera
， 英 名 Wine 　grape，

　 Common 　grape−vine （IMP ．5．　pp．396
−403｝

（7）　s51uka （
一
沚 a｝nt ．［Skt．　Sfiltika］the　edible 　root　of　the　water −lily．（PED ，　p，707）

　　 同定に 至 らず 。

（8＞ phErusaka　［Skt．
＊

plLru聞aka亅acertain 　f】ower
，
　the （bitter｝fruit　ofwhieh 　is　used 　for　making

　 a 　drink．（PED ，　p．478）

　　MSV ．の ヤ ー
マ カ ー リカ に近似 した 名称 （Skt．　p蚕廟ka）あ り （MSV ．　p．　ii，　L　18）。

　　 同定 に 至 らず 。

（9） P51i．　madhuka 〈 ＊Skt．　madhukah 　bの 消失 。

　　学名 Glycyrrrhiza　glabra，英名 Licorice（IMP．3．　pp．84−88）

（［0）　P51i．　ucchu 〈
＊icchu＜ ＊Skt．　ik＄u ．

　　隣接す る母音 の 影響 （Geiger　t19781　pp．69 −70）kS → cch に 変化 （Geiger　11978］　pp．

　99− 100）。

　　学名 Saccharum　officinarum
， 英 名 sugar 　cane （IMP．5．　pp．30

−43）和名サ トウ キ ビ

　（植物要覧 ［1996］P．509）。

  　ハ チ ミ ツ の ジ ュ
ース は， Vin．の 段 階で は ，植物 の

一
種 だ と考 えて い たが，薄 め な

　い と摂取で き な い こ とか ら，蜂蜜で も問題 な い と考 え こ の 同定 に 至 っ た 。蜂蜜 は，
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　 「七 日間の も の 」 に も含 ま れ る。

矼2）　 Sp．5．　pp．1101
− 1102．

a3）　Sp．5．pp．1102
− 1103，

團　西本 ［1955］p．238，水 浄 → 水 を一滴混ぜ て 好味を 壊す 。 火浄 → 火 を 加 え る こ と

　で ， 体 内で 種了 を壊 す こ とを免れ る 。

個　佐藤 ［1963］pp．629 −630．

  　以水 作淨應飲 。 （T23 ， p．193a28−29）　若持漿來者應作淨。若器底有殘水即名作淨 。

　若天雨墮中即名作淨 。 若 洗器有殘水亦 名為淨 。 若車載石蜜被雨者即名為淨 。 若船載

　水揃即名作淨 。 若淨人 洗 手水揃亦名為淨 。 是名漿法 。 澄清
一

切聽飲 。 若變酒色酒味

　酒香 。

一
切 不聽飲 。

『摩訶僧祗律』 （T22 ，
　p．464b5

−b14）

  　CPD ．に は，
「モ ーチ ャ は ，チ ョ

ーチ ャ の 間違 い で は な い か 」 とい う指摘 （CPD ．

　 vol ．1．　part　2，　p．69）が あ るが 、発表者 は ，間違 い で な い と考 え る 。 なぜ な ら，　 Vm ．

　 に こ の 記述が 存在す る だ け で な く
，
MSV ．や ア ー ユ ル ヴ ェ

ーダ の よ うに 仏教以 外で

　 も使用 され る 。

働　中尾 ［1966］pp，22
−27参照 。

  　Sp．の 注釈 が Vin．の 時 代 を反 映 して い な い こ とも あ りえ る 。 そ の た め ，パ ー
り

　 よ り
，

サ ン ス ク リ ッ トの 植物名 を 想定 し， ア
ー ユ ル ヴ ェ

ー ダの 植 物 を調査 して み

　 る と， チ ョ
ー チ ャ （PEIi．　coca ＝ Skt．　coca 学名 Polyalthia　longifolia

， 英 名 Masttree，

　Cemetery−tree （IMP ．4．　pp．330
−332）和名 ナガ バ キ タ チオ ウ ソ ウ カ （植物要覧 ［1996］

　 p．70）） は，和名 ナガバ キ タチ オ ウソ ウ カ， モ ーチ ャ （P轟li．　moca 〈
＊Skt．　moc 巨　学

　 名 Bombax 　malabaricum ，英名 Red 　silk　cotton 　tree （IMP．1．pp．288−292）和名パ ン ヤ

　 （植物要 覧 ［1996］p，298＞）は ， 和名パ ン ヤ と い う植 物が浮 上 す る 。 どち らも食用

　 に され る植物で あ る 。
こ の 同定方法 に も問題 （サ ン ス ク リ ッ トの 想定が 正 しい か 不

　 明 。 現 在 ま と ま っ て い る ア ーユ ル ヴ ェ
ー

ダの 知識は Vin．よ り， 新 し い
。

ア ー ユ ル

　 ヴ ェ
ーダが 古代 の もの か 不明 。 な ど多数 。 ）が あ り， 確実 だ とい えな い 。

  　所 謂菴 婆果漿閻婆果 漿周陀果漿波樓 果 漿蒲桃 果 漿倶 羅果漿甘蔗漿蜜漿 。 （T22 ，　p．

　 151）

（2P
一

名奄羅漿 。
二 拘梨漿。

一
三安石榴漿 。 四 顛多 漿 。 五葡萄漿 。六 波樓沙漿。七樓樓

　籌漿。 八 芭蕉果漿 。 九屬伽提漿 。 十劫頗羅漿 。 卜
一

波籠渠漿 。 十二 石蜜漿 。 十三 呵

　 梨陀漿 。 十四 怯披梨漿 。 （T22 ， p．464）

  　梨漿閻浮 漿 酸棗漿 甘 蔗漿羹果 漿舎樓伽漿婆橦 師漿蒲桃漿。 （T22 ，
　p．　873）

  　 一
周梨漿。二 茂梨漿三拘樓漿 。 四 捨樓漿 。 五 諡波多漿 。 六頗留沙漿 。 七 梨漿 、 八

　 蒲萄漿 。　（T23 ，
　p．193）

  　cocap5nam 　mocapEna 田 kolapSnama ≦atthap 五namudu 皿 barapEnam　P巨liSikap巨nalp

　 皿 ；dvikap｛iriaJp　kharjfirapAnarp　ca ．
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一

招者漿 （西方樹名 。 亦名顛咀梨 。 角同皇 莢 。 其味如梅 。 角寛
一

兩指 。 長三 四

　寸 。 時人 鎮食 ）二 毛者漿 （即 芭蕉子 。 以少胡椒秣 。 安在果上 。 手極矮之 。 皆變成

　水 ）三 孤洛迦漿 （状如 酸蜃 。 其味
一

種 。 唯有此棗 。 無 甜者）四 阿諡 他果 。 五 烏曇跋

　羅 （其果大如李 ）六 躰魯灑 （其果状 如 勇蓖 子 。 味 亦 相 似 〉七蔑栗 墜漿 （即 是葡 萄

　果）八 渇樹羅漿 （形如 小 渠。 甜 而 H 澀 。 樹多獨立 。 形若棕櫚。此等諸漿。皆須淨洗

　手 。 淨 濾漉 。 然後堪 飲）。
一

中略
一

椰 子芭蕉及酸 棗　　阿説他果 烏跋 羅　藝萸蒲萄

　渇樹羅　　是謂八種 漿應識 （T24 ，
　p．1）

Cl6）　shing 　thog　tzo　tza’i　tung　ba　dang〆chu 　shing 　gi
’bras　bu

’
i　btUng　ba　dang！rgya 　shug 　gi

btUng　ba　dangt　an 　shvattha
’i　btung　ba　dang ！au 　dum ’

a　ra
’i　btung　pa　dang／　pa　ru　sha 　ka’i

　btung　ba　dang1　rgun ’bru’i　btung　ba　dangt　’bra　go
’i　btung　ba’

o　／（北京 lKhe 　260b 　6−7）

  　T22
，
　p．47c23 な ど 。

  　しか し，

『四分律 』 や 「根本説
一一

切有部律」 で ヤ ー マ カ ー リカ は ， 「非時漿」 と訳

　 され 「薬 」 とい う文字 は Vin，と同様 に使用 されな い 。
　T23，　p．666a24な ど 。

四　 こ こ で い う
「
非時薬 」 は， 『五 分律 』 で 「非時薬 」 と訳 され る ヤー

マ カー リカ と

　 は 異 な る 。

（30） Vin、で い う kh蚕daniyaと bh（）janiyaを ま とめ た もの 。

（3D　佐藤 ［1972］p．　628．

（32） こ の うちで
「七 凵問 の も の

， 寿 命の 限 りの もの 」 は
， 処 方 か らみ て 「薬 」 で あ

　 る こ と は
， 聞違 い な い と思 わ れ るが 「＊sattaliakalika −bhesajja，或 い は，

＊

yEvajivika−

　bhesajja」 と 「薬」 とい う単語 と結 びっ い た 表現 は な い 。

（33）　Sp。1．106．4−25．

  　他 に も こ の 記事 に 関す る特徴 が あ る 。
ヤ ー マ カ ー リカ の 因縁譚 の 注釈 の 特徴 と し

　 て
， 次 の こ とが 挙 げ ら れ る 。 通常 ，Sp．の 注釈 は，

．
度 註釈 した こ と は

，
そ の 後，

　 注釈 し な い 。 そ の た め ，前半 の 注釈の 方が 後 半の 注釈 よ り膨大 な量 に の ぼ る。 こ の

　 原則 に 則 る と薬健 度は ，後半 に 註釈 され る の で ，定型旬が 註釈 され る こ とは ない
。

　 しか し，ヤ ーマ カ ー リカの 因縁譚で は，規定に 関係す る定型句 が注 釈 され る 。 しか

　 も， Vin．の 文句 と Sp．の 文句は ，
一

致 しな い
。

5tha　kho　bhagava 　etasm 蜘 nidi 血 e　dha皿 mikatha 【p 　katv5　bh娠khU 託mantosi ．（Vin，〉

さ て ，世尊 は こ の 因縁 に 基づ い て法話 を な され て 比丘 た ち に 呼びか け られ た 。

etasmim 　nidane 　etasmip 　pakaraNe　dhammirp　katha甲　katvfi’ti，（Sp．）

こ の 因縁 に 基づ い て こ の 契機 に法 話 を な されて ， とは，

　Vin．の こ の 定 型 旬 に 続 き，規定 の 条 文が anuj 　En…  i　Bhikkhave 云 々 と始 ま る 。
こ

れ は
， 薬健度 に 見 られ る特徴で は な く，経分別 や他 の 腱度 で も同様 に 使用 さ れ る 。
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多用 され る 表現 に も関わ らず こ の 部分 で も註釈 さ れ る と い う こ と ， 及 び ，
Vin．と

Sp，の 表現 に 隔 た りが あ る とい う こ とは ，現存す る Sp．が現存す る Vin．に沿 っ て い

な い 可能性 を 示 す 。

一
部 分 だ けで 判 断 す る こ とは難 しい た め ，他 の 部分 の 詳 細 な検

討 も必 要 で あ る。
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